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★町の人口★10,219人（+2 ）男4,834人（+2 ）女5,385人（士0）世帯合計3, 519 ( +8）平成3年7月31日現在（ ）は前月との比較です 

わえるせん 
響纏幾 

「かえるの学校」のよい子たちと、食進会（食生活改善推進委員会） 

のみなさんによる料理教室、メニューはとびきりカレーとサラダ。 

ごはんが足りなかったとか／ 

＜写真は8月8日、町民会館にて編集部写す＞ 

自
然
」
町
民
手
つ
く
り
の
ミ
コ
ー
 

ジ
カ
ル
 
「
赤
池
の
里
に
朝
が
来
 

た
」
の
練
習
が
始
ま
っ
た
。
練
 

習
は
八
月
の
終
わ
り
か
ら
毎
週
 

二
回
、
十
月
二
十
七
日
の
本
番
 

に
向
か
っ
て
続
け
ら
れ
る
。
 
こ
 

の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
は
「
第
四
回
 

童
謡
ま
つ
り
」
 
の
目
玉
の
ー
つ
 

「
い
い
歌
・
い
い
町
・
い
い
 

自
然
」
町
民
手
づ
く
り
の
、
、
、
ュ
ー
 

ル
 

で
、
町
民
手
づ
く
り
が
唄
い
文
句
、
こ
 

れ
ま
で
の
「
童
謡
ま
つ
り
」
 
が
中
央
文
 

化
紹
介
型
で
あ
っ
た
の
に
対
し
 
「
町
民
 

自
ら
が
参
加
し
、
自
ら
が
主
人
公
に
な
っ
 

て」 

つ
く
り
あ
げ
て
行
く
型
で
あ
る
▼
一
 

毎
回
「
童
謡
ま
つ
り
」
 
に
際
し
て
 
「ま 

つ
り
検
討
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
「
ま
 

ち
づ
く
り
の
た
め
の
具
体
的
な
プ
ロ
グ
 

ラ
ム
」
や
「
童
謡
ま
つ
り
の
企
画
」
 
が
 

検
討
さ
れ
て
い
る
。
実
行
委
員
会
や
ァ
 

ン
ケ
ー
ト
か
ら
も
多
く
の
反
省
事
項
が
 

示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
 
「
童
謡
ま
 

つ
り
が
町
民
自
ら
の
も
の
に
な
っ
て
い
 

る
の
か
」
 

「
単
な
る
派
手
な
文
化
イ
ベ
 

ン
ト
に
な
っ
て
は
い
な
い
か
」
 
「
本
当
 

に
、
ま
ち
づ
く
り
に
な
っ
て
い
る
の
か
」
 

な
ど
、
喧
々
ご
う
ご
う
の
討
論
が
繰
り
 

返
さ
れ
て
い
る
。
ま
だ
ま
だ
試
行
錯
誤
 

の
「
童
謡
ま
つ
り
」
だ
▼
目
下
、
練
習
 

を
始
め
た
ば
か
り
の
劇
団
員
、
町
内
 

あ
ち
こ
ち
か
ら
集
ま
っ
て
来
た
総
勢
 

二
百
名
は
、
こ
の
秋
、
私
た
ち
に
ど
 

ん
な
練
習
の
成
果
を
見
せ
て
く
れ
る
の
 

だ
ろ
う
か
、
今
か
ら
楽
し
み
だ
。
 

n
く
。
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全国童謡サ 

童謡まつりin赤池 

あ
つ
く
燃
え
て
今
ム
 

一
万
人
の
大
フ
ィ
ー
バ
 

い
そ
が
し
い
毎
日
、
月
日
の
た
つ
の
が
早
く
感
じ
ら
れ
る
、
そ
の
谷
間
で
 

何
か
胸
が
あ
っ
た
か
く
な
る
よ
う
な
、
つ
い
口
ず
さ
ん
で
み
た
く
な
る
 
「」里 

謡
」
。
昔
な
つ
か
し
い
あ
の
こ
ろ
、
と
も
だ
ち
と
ニ
人
で
歌
っ
た
あ
の
メ
ロ
 

デ
ィ
「
、
今
で
も
し
っ
か
り
胸
の
中
に
し
ま
っ
て
い
る
。
 

か
も
め
の
水
兵
さ
ん
…
。
あ
か
り
を
つ
け
ま
し
ょ
、
ぼ
ん
ぼ
り
に
…
。
赤
 

池
町
出
身
の
河
村
光
陽
先
生
の
作
曲
さ
れ
た
歌
。
歌
の
好
き
な
人
が
つ
く
っ
 

た
歌
を
、
歌
の
好
き
な
人
が
歌
っ
て
い
る
と
、
聞
い
て
い
る
う
ち
に
、
気
持
 

が
ふ
ん
わ
り
と
し
て
く
る
、
何
か
あ
っ
た
か
い
気
持
ち
に
な
り
そ
う
な
歌
、
 

そ
ん
な
歌
が
聞
き
た
い
。
 

今
年
は
、
町
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
 
『
赤
池
の
里
に
朝
が
来
た
』
 
が
行
な
わ
れ
 

る
。
見
る
、
聞
く
か
ら
、
歌
い
、
踊
る
、
ひ
と
り
一
人
が
主
役
だ
。
 

ふ
る
里
、
赤
池
の
朝
は
ど
ん
な
朝
だ
ろ
う
。
き
っ
と
す
ば
ら
し
い
朝
が
く
 

る
だ
ろ
う
。
 

主催事業 

第4回子どもの歌 

創作曲コンクール 
.11月3a (H ) 

第 I 働ほのぼの写真コンテス 
.11月3日（日） 

町民ミュー：ジカI', 

『赤池の里に朝がきた』 
.10月27 a (H ) 

文化講演会 

プ ，11月b0a (H ) 

脇賛華業 

わが町あかいけクりーン作戦 
（地区公連） 

.lG月20日Jて費） 

町民文化祭（文化連盟） 
. 11月2 貸（土）・ 3 日（日） 

わが町rあかいけ」 
ふるさとフェアー（商工会） 
.11月J3a (a ) 

町
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
 
「
赤
 

池
 

の
 

里
 

に
 

朝
 
が
 

き
 

た
 

」 

加来宣幸さん 

太宰府市民図書館長 

今
年
は
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
、
町
 

民
の
み
な
さ
ん
が
主
役
に
な
れ
る
、
そ
 

ん
な
こ
と
を
や
ろ
う
、
そ
し
て
、
で
き
 

た
の
が
、
町
民
、
、
、
ュ
ー
ジ
カ
ル
 
「
赤
池
 

の
里
に
朝
が
き
た
」
 

（
作
 

加
来
宣
幸
 

さ
ん
）
で
す
。
 
こ
の
、
、
、
ュ
ー
ジ
カ
ル
は
、
 

既
成
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で
は
な
く
、
赤
 

池
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で
す
。
 

赤
池
町
の
過
去
、
現
在
、
そ
し
て
未
 

来
を
表
現
し
よ
う
と
、
三
幕
七
場
か
ら
 

構
成
さ
れ
て
お
り
、
非
常
に
身
近
か
な
 

も
の
で
、
出
演
者
と
観
客
が
一
体
と
な
 

り
感
動
で
き
そ
う
で
す
。
 

演
出
な
ら
び
に
舞
台
監
督
に
つ
い
て
 

は
、
中
間
市
在
住
の
田
坂
章
文
さ
ん
、
 

澄
川
三
夫
さ
ん
が
心
よ
く
引
き
受
け
て
 

頂
き
ま
し
た
。
 

ま
た
、
こ
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
は
、
 

赤
池
町
文
化
連
盟
の
日
舞
、
吟
詠
、
民
 

謡
、
各
合
唱
団
の
み
な
さ
ん
と
、
草
場
 

地
区
踊
り
保
存
会
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
 

力
を
は
じ
め
、
応
募
し
て
頂
い
た
子
供
 

三
十
八
人
、
大
人
八
人
の
熱
意
で
盛
り
 

上
が
っ
て
い
ま
す
。
 

八
月
十
九
日
の
発
足
式
の
当
日
よ
り
、
 

歌
、
踊
り
、
演
技
と
慣
れ
な
い
事
に
汗
 

だ
く
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
 

ち
ょ
っ
と
内
容
を
披
露
し
ま
す
と
、
 

子
供
達
の
歌
問
答
で
始
ま
り
、
古
老
の
 

語
り
、
「
上
野
八
景
」
 
の
吟
詠
、
「
草
場
 

の
「
輪
お
ど
り
」
「
願
成
就
」
「
赤
池
小
 

・ト‘ ツ
 

I
I
I
 

「みつめよう ひろげよう 童謡の世界」 

をスローガンに、全国童謡、歌唱サミッ 

トが8月26日鳥取市で開催されました。 

「もの」から「こころ」 の時代へ。押 

しつけから、手づくり、参加型へと動 

いています。 

赤池町の童謡まつりは、全国的にも 

高く評価されています。 

今年の童謡まつり、全国が注目して 

います。 

唄
」
「
赤
池
音
頭
」
 
の
踊
り
、
「
ゴ
ッ
ト
 

ン
節
」
 
の
民
謡
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
の
大
合
 

唱
と
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
表
現
で
、
赤
 

池
町
を
歌
い
あ
げ
て
い
ま
す
。
 

十
月
二
十
七
日
の
本
番
を
め
ざ
し
て
、
 

九
月
は
、
月
曜
日
と
木
曜
日
の
週
二
回
 

の
練
習
、
十
月
か
ら
合
同
練
習
の
予
定
 

で
す
。
午
後
六
時
三
十
分
よ
り
九
時
ま
 

名
誉
町
民
に
 

浦

田

 勇・ 

名誉町民諮間委員会での審議を経 

て、 7月臨時町議会で承認を受け、 

日野町長より、選任章がおくられま 

した。 

浦田さんは、町議会議員4期16 

年と、農業委員会委員3期9年とい 

う長い聞、公職におられました。 

現在は、赤池福祉会の理事長をさ 

れており、ますますの活躍が期待さ 

れます。 

舞台監督の 演出の 
澄川三夫さん（左）と 田坂章文さん 

ハイッノ声を大きく・・・練習風景 

で
、
同
和
対
策
中
央
研
修
所
で
練
習
を
 

し
て
い
ま
す
の
で
、
冷
や
か
し
で
も
練
 

習
風
景
を
、
ぜ
ひ
見
に
来
て
応
援
し
て
 

下
さ
い
。
 

現
在
、
ス
タ
ッ
フ
を
大
募
集
し
て
い
 

ま
す
。
ひ
と
は
だ
脱
い
で
い
た
だ
け
る
 

方
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

連
絡
先
 
町
民
会
館
谷
 28 

1
4
1
0
0
 

ほ
の
ぼ
の
く
だ
さ
い
 × ノ 

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
締
き
り
迫
る
ノ
 

童
謡
ま
つ
り
の
ー
つ
と
し
て
、
写
真
 

募
集
を
し
て
い
ま
す
。
 

ど
ん
な
写
真
で
も
結
構
で
す
。
ど
し
 

ど
し
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
締
切
日
 

9
月
 13 

日
圏
消
印
有
効
 

●
問
い
合
わ
せ
先
 
赤
池
町
教
育
委
員
 

会

容

 28
 

1
4
1
0
0
ま
で
 

ま
っ
て
ま
5
すノ‘ 

こ
ど
も
の
歌
募
集
中
ノ
 

あ
な
た
も
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
 

赤
池
町
童
謡
賞
を
め
ざ
し
て
、
あ
な
 

た
ら
し
い
、
素
直
な
歌
、
か
わ
い
い
歌
 

の
作
詞
・
作
曲
ま
っ
て
い
ま
す
。
 

「
お
と
な
の
部
」
と
 
「
子
ど
も
の
部
」
 

に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
 
夏
休
み
に
あ
っ
 

た
こ
と
な
ど
、
振
り
返
っ
て
み
て
は
い
 

か
が
で
し
よ
う
か
。
 

●
締
切
日
 

（
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
ン
 

●
問
い
合
わ
せ
先
／
 

と
同
じ
『
 

醸
織
 

麟（一 



(5) (4) 

麟i静 
「かえるの学校」 のおともだち62 人 

は、8月19日の暑い中、手づくりの折 

り紙をもって、老人ホーム 「天郷荘」 

と 「慶寿園」を訪問しました。 

「いつまでも元気で」 との願いを込 

めた千羽鶴を渡し、窓ふきや肩たたき 

など行ないました。 

「かえるの学校」 は、町内の父子、 

母子、共働らきの家庭の子供たちを対 

象に、8月に行なっている「学童保育」 

というものです。 

「ストライク」「ナイスバッテング」 

7月28日、ソフトボール連盟（藤 

井保男会長）主催の、雲仙・普賢岳 

の被災者の救援にあてようという、 

ソフトボール大会がありました。 

連盟加盟の14チームが3,000 円、 

参加者は任意募金としましたが、 

89,285円集まり、新聞社に寄託され 

ました。 

試合は、31回まで続き、仲よく24 

対24、引き分けでした。 

雪仙災害救援 

マラソン 

ンフfJプ- 0 ・ノレ 

8月16日、8区恒例の花火大会 

が行なわれました。今年で8回目 

を数え、すっかり定着したイベン 

トになっています。 

この日は、先祖を送る千燈明の 

行事とあわせて行っているとか。 

里帰りした子供たちが、おじい 

ちゃんやおばあちゃんといゃしょ 

に見ていたのが、印象的でした。 

来年も楽しみに／ 

ドンとなった花火が 

きれいだな 

「コニイ列「ナ列 
空手道全国大会で 

好成績 

8月10日～11日、日本空手道全国 

大会が、山口県で開催されました。 

この大会は、延べ4,000 人の選手 

が参加し、個人と団体による熱戦が 

繰り広げられました。 

’赤池から予選を勝ち抜いた12人と、 

団体が参加し、好成績を納めました。 

．団体戦 中学部型・組手準優勝 

．個人戦 中学部 

女子 平元 円さん（8の5) 

(2年）型・組手 優勝 

男子 毛利健太くん（8の3) 

(2年）組手 準優勝 

男子 平元雄太くん（8の5) 

(1年）組手 準優勝 

型 3 位 

―解放劇の発表会ー 

8月24日、市場集会所と、赤池隣保 

館で、小学生の演じる解放劇があり 

ました。この解放劇は、①劇をする 

ことにより、最後までがんばる力を 

つける②友だちと助け合っていく力 

をつける③思ったことをはっきりと 

言う力をつける、この3つを目標に、 

夏休みに練習したものです。 

なお、 8月23日にも中町集会所、 

高尾集会所でも行なう予定でしたが、 

台風のため延期になりました。 

―国保健康家族を表彰― 

7月29日、町民会館において、 

国民健康保険の特別健康優良の家庭 

表彰（3年間無診療）がありました。 

赤池町の国民健康保険には、L448 

世帯、3,108人（平成2年度）が加 

入しており、1人当り年間349,751 

円の医療費がかかっています。 

国民健康保険の会計は、26,780,450 

円の赤字（平成2年度）となってい 

ます。 

表彰を受けた家庭 

●森 宗清さん（旭ケ丘） 

●沢永孝美さん（上 寿） 

●藤田ミツェさん（西 町） 

●山本昌澄さん（南 町） 

写真は山本昌澄さんです。 

剣道も書道も 
人生の道 

「どう、書道もうまいだろう」、8 

月19日少年剣道の赤池誠心館で、書 

道揮竜会がありました。23人の部員 

が参加し、「こて、めん」「朝れん習」 

や「剣道大会」の字を書きました。 

剣道と書道は「一生の道の教えで 

あり、集中力が必要である」 と上村 

先生、今後の活躍が期待されます。 

地
域
運
営
術
を
探
る
 

ー
地
区
公
民
館
の
リ
ー
ダ
ー
研
修
ー
 

地
区
公
民
館
連
合
会
（
太
田
荒
喜
会
 

長
）
主
催
の
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
研
修
会
 

が
七
月
二
十
八
日
、
町
民
会
館
で
行
な
 

わ
れ
、
暑
い
一
日
を
あ
れ
こ
れ
勉
強
し
 

ま
し
た
。
こ
の
研
修
会
は
、
昨
年
ま
で
 

館
長
さ
ん
の
一
泊
で
の
研
修
会
で
し
た
 

が
、
今
年
は
、
多
く
の
リ
ー
ダ
ー
に
来
 

て
頂
き
、
体
験
を
交
換
し
あ
い
、
よ
り
 

よ
い
地
域
運
営
を
模
索
す
る
こ
と
を
目
 

的
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

日
野
町
長
は
「
仕
事
は
、
言
わ
れ
た
 

事
を
す
る
。
死
事
は
、
い
や
い
や
す
る
、
 

志
事
は
、
自
ら
が
す
る
。
ま
ち
づ
く
り
 

⑥

 

の
た
め
に
、
志
事
を
し
て
い
る
み
な
さ
 

ん
に
、
今
後
も
期
待
し
て
い
ま
す
」
 
と
 

あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。
 

討
議
の
内
容
は
、
講
演
（
広
報
あ
か
 

い
け
を
編
集
し
て
…
）
で
問
題
提
起
さ
 

れ
た
「
ま
ず
出
そ
う
広
報
を
ノ
」
 
な
ど
 

踏
ま
え
、
分
散
会
へ
と
移
り
ま
し
た
。
 

分
散
会
で
は
、
財
政
づ
く
り
、
高
齢
 

化
、
人
材
育
成
、
広
報
活
動
な
ど
を
中
 

心
に
議
論
が
進
み
ま
し
た
。
 

×
 

財
政
づ
く
り
で
は
、
廃
品
回
収
や
集
 

会
所
の
使
用
料
な
ど
苦
労
し
て
い
る
状
 

況
が
で
て
い
ま
し
た
。
町
民
体
育
祭
で
 

の
人
集
め
や
組
織
づ
く
り
の
た
め
の
人
 

材
育
成
。
広
報
の
重
要
性
な
ど
、
建
設
 

的
な
討
議
で
し
た
。
 

最
後
に
全
体
討
議
の
内
で
、
活
動
の
 

中
か
ら
課
題
が
生
ま
れ
、
課
題
の
中
か
 

ら
活
性
化
が
は
か
ら
れ
る
、
館
長
だ
け
 

が
請
負
っ
て
は
、
活
性
化
は
進
ま
な
い
、
 

み
ん
な
で
実
行
す
る
こ
と
を
、
お
互
い
 

実
践
し
よ
う
、
と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。
 

●
と
 
き
 
9

月
 
25 

日
（
水
）
 

●
と
こ
ろ
 

同
和
対
策
中
央
研
修
所
 

※
自
ら
を
見
つ
め
 
暮
ら
し
を
高
め
る
 

解
放
講
座
へ
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
 

 ノ 
「広報のためにもコピーの機械が」 

赤池・中尾ブロックの分散会 



⑧
 

最
近
「
体
が
だ
る
い
の
だ
が
、
肝
臓
 

が
悪
い
の
で
は
？
・
」
「
酒
を
よ
く
飲
む
の
 

で
肝
臓
が
気
に
な
る
」
と
か
 
「
健
康
診
 

断
で
、
肝
機
能
が
悪
い
と
い
わ
れ
た
」
 

と
い
う
人
が
よ
く
来
ら
れ
ま
す
。
 

「
肝
臓
病
は
二
十
一
世
紀
 

の
国
民
病
と
も
言
わ
れ
、
 

田
川
郡
で
も
死
亡
原
因
の
 

第
六
位
（
昭
和
 60 

年
度
）
 

と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

み
な
さ
ん
に
と
っ
て
も
、
 

肝
臓
病
が
身
近
か
な
病
気
 

に
な
り
つ
つ
あ
る
よ
う
で
す
の
で
、
今
 

回
は
「
肝
臓
病
」
 
に
つ
い
て
お
話
し
し
 

て
み
ま
す
。
 

●
肝
臓
に
つ
い
て
 

難
誌
ぺ
鷲
購
 

肝
臓
は
人
体
で
最
も
大
き
な
臓
器
 

に
あ
り
ま
す
。
 

響
感
一
臨
ザ
議
 

肝
臓
は
、
体
の
中
の
「
化
学
工
場
」
 

と
も
呼
ば
れ
、
非
常
に
さ
ま
ざ
ま
な
 

働
き
を
し
て
い
ま
す
。
 

①
解
毒
作
用
 

ァ
ル
コ
ー
ル
・
食
口
叩
 

中
の
有
害
物
質
な
ど
、
人
体
に
と
っ
て
 

の
有
毒
物
質
、
異
物
の
解
毒
・
排
出
を
 

し
ま
す
。
こ
の
た
め
肝
臓
が
悪
く
な
る
 

と
酒
に
弱
く
な
っ
た
り
、
薬
な
ど
の
中
 

毒
を
お
こ
し
や
す
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
 

②
消
化
機
能
 
脂
肪
（
あ
ぶ
ら
）
の
 

響
鐘
臓
委
縛
熟
 

①
再
生
能
力
を
も
っ
て
い
る
肝
臓
 

正
常
な
肝
臓
は
、
約
4
分
の
3
を
切
 

り
と
っ
て
も
、
し
ば
ら
く
す
れ
ば
元
の
 

大
き
さ
に
も
ど
る
再
生
能
力
を
も
っ
て
 

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
最
近
話
題
の
生
 

体
移
植
と
い
う
治
療
も
可
能
な
の
で
す
 

が
、
肝
臓
が
悪
く
な
る
と
、
再
生
能
力
 

も
悪
く
な
り
ま
す
。
 

②
予
防
能
力
を
も
っ
て
い
る
肝
臓
 

正
常
の
肝
臓
は
、
ふ
だ
ん
そ
の
4
分
 

の
1

ぐ
ら
い
し
か
働
い
て
い
ま
せ
ん
。
 

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
予
備
能
力
を
 

ー
 
21
 

世
紀
の
国
民
病
 
ー
 

消
化
を
助
け
る
胆
汁
が
体
に
ま
わ
り
、
 

体
が
黄
色
く
な
る
（
黄
迫
）
と
い
う
症
 

状
が
で
ま
す
。
 

③
貯
臓
機
能
 
米
や
パ
ン
な
ど
の
糖
 

分
を
必
要
な
と
き
の
た
め
に
蓄
え
て
い
 

ま
す
。
こ
の
た
め
、
肝
臓
が
悪
く
な
る
 

と
、
低
血
糖
や
糖
尿
病
に
な
り
ま
す
。
 

で
す
。
 

④
合
成
機
能
 
肉
や
魚
な
ど
の
蛋
白
 

成
人
の
男
で
、
1
1
 15 

加
で
す
。
 

質
を
、
人
体
に
必
要
な
栄
養
に
合
成
し
 

成
人
の
女
で
、
”
ー
 13 

蛇
で
す
。
 

ま
す
。
こ
の
た
め
、
肝
臓
が
悪
く
な
る
 

」鶏T
』薦一 

人
体
の
、
右
上
腹
部
（
右
の
肺
の
下
）
 

、
ノ
 

”

ー

 

ノ
、
 

I
 

え一 誌
 

と
、
栄
養
不
足
の
た
め
、
お
な
か
に
水
 

（
腹
水
）
が
た
ま
り
ま
す
。
 

中国水害の 
救援金のご協力を 
5月18日から中国の長江（楊子江） 
流域を中心に豪雨が発生し、 2 カ月 
聞にわたって降り続きました。現在 
も被災害状況は悪化の一途で、被害 
の拡大が予想されています。 

●被害状況 
・被害総額約400億元 

(*i 1 .500億P ) 
・人的被害被災者約1億入 

死 者約1,700入 
負傷者約3万人 

・物的被害倒壊家屋約168万24戸 
、 担壊家屋約301万34戸 
の受付窓ロ 

・持参または現金書留の場合 
中華入民共和麟駐福岡総領事館 

福岡市中央区地行浜lT目292 
・銀行振込みの場合 

福岡銀行本店 
非螺住者普通預金D座0560314 

・ロ座名儀人 
中華人民共和国駐福岡総領事館 

●間い合わせ先 
・福岡県企業振興部国際課 

霧 092-641---4014 

) 
、 

も
っ
て
い
ま
す
。
肝
臓
が
悪
く
な
る
と
、
 

特
に
肝
硬
変
で
は
、
こ
の
予
備
能
力
が
 

弱
く
な
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
が
 

起
こ
っ
て
き
ま
す
。
 

以
上
、
肝
臓
に
つ
い
て
お
話
を
し
ま
 

し
た
が
、
次
回
か
ら
は
肝
臓
の
い
ろ
い
 

ろ
な
病
気
に
つ
い
て
、
お
話
を
さ
せ
て
 

い
た
だ
き
ま
す
。
 

卿
贋
 

u
一 

診
断
を
受
け
さ
フ
 

日
本
の
死
因
の
第
一
位
は
癌
 

で
す
。
次
い
で
、
心
臓
病
と
脳
 

卒
中
で
す
。
心
臓
病
と
脳
卒
中
 

は
、
い
ず
れ
も
循
環
器
の
病
気
 

で
高
血
圧
、
動
脈
硬
化
や
糖
尿
 

病
と
深
い
関
係
に
あ
り
ま
す
。
 

こ
れ
か
ら
の
病
気
は
働
き
ざ
 

か
り
の
人
が
あ
る
日
突
然
倒
れ
、
 

帰
ら
ぬ
人
と
な
る
こ
と
も
少
な
 

く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
防
ぐ
 

た
め
に
も
、
定
期
健
診
を
受
け
、
自
分
 

の
体
の
具
A
ロ
い
を
知
っ
て
お
く
こ
と
が
 

大
切
で
す
。
 

そ
れ
で
は
、
赤
池
町
の
健
診
結
果
を
 

み
て
み
ま
し
ょ
う
、
左
下
図
を
み
る
と
、
 

年
齢
が
高
く
な
る
に
つ
れ
、
異
常
を
認
 

め
な
い
と
い
う
人
が
減
り
、
 

要
医
療
の
人
の
増
加
の
傾
向
 

を
表
わ
し
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
老
化
現
象
と
関
 

連
し
て
み
る
と
当
然
と
も
い
 

え
る
結
果
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
 

し
か
し
、
全
年
齢
を
通
し
 

て
要
指
導
と
い
う
結
果
の
人
 

が
6
割
程
度
を
占
め
て
い
る
 

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
た
と
 

え
 40 

才
代
で
“
健
康
に
は
自
 

信
が
あ
る
“
と
思
っ
て
い
て
 

も、 

10 

人
の
う
ち
6
人
は
何
 

ら
か
の
病
気
の
芽
を
み
つ
け
 

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

こ
の
ま
ま
放
っ
て
い
れ
ば
、
 

千
羽
鶴
に
祈
り
を
こ
め
て
 

板
屋
団
地
前
 

田
 

孝

 

子
 

新
聞
の
広
告
で
、
県
主
催
の
婦
人
大
 

学
講
座
が
開
か
れ
る
の
を
知
り
、
早
速
 

入
会
し
た
。
開
講
式
の
日
、
車
椅
子
に
 

乗
っ
た
方
が
居
ら
れ
る
の
で
、
事
故
に
 

遭
っ
た
の
か
な
あ
、
早
く
歩
け
る
よ
う
 

に
な
れ
ば
と
思
っ
た
。
 
で
も
 
「
筋
ジ
ス
 

ト
ロ
フ
ィ
ー
」
 
で
あ
る
と
聞
き
、
十
五
 

年
前
の
井
原
和
代
さ
ん
と
の
出
会
い
を
 

思
い
出
し
た
。
彼
女
の
手
記
を
読
ん
で
 

い
つ
自
分
の
身
に
い
や
、
家
族
の
者
が
 

発
病
す
る
か
も
知
れ
な
い
と
思
う
と
、
 

他
人
事
と
は
思
え
な
い
。
 

手
当
の
仕
様
す
ら
な
い
、
難
病
で
あ
 

る
。
私
の
力
で
は
何
に
も
出
来
な
い
け
 

れ
ど
、
せ
め
て
千
羽
鶴
を
折
り
、
慰
め
 

て
あ
げ
た
い
と
思
っ
た
。
 

こ
の
病
気
は
三
十
四
、
五
才
迄
し
か
 

生
き
ら
れ
な
い
と
本
で
読
ん
だ
私
は
、
 

あ
ら
ゆ
る
手
当
を
受
け
て
、
そ
れ
で
も
 

生
涯
を
閉
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
は
、
 

痛
み
苦
し
み
も
な
く
、
そ
の
刻
の
来
る
 

の
が
一
分
一
秒
で
も
お
く
れ
ま
す
よ
う
 

に
と
、
祈
り
を
こ
め
て
主
人
や
子
供
ら
 

と
作
り
上
げ
、
彼
女
の
お
宅
へ
届
け
た
。
 

玄
関
口
ま
で
車
椅
子
で
出
て
来
た
彼
 

女
は
、
千
羽
鶴
を
受
け
取
る
と
、
両
方
 

の
眼
を
充
血
さ
せ
な
が
ら
 
「
有
難
う
ご
 

ざ
い
ま
す
」
と
声
も
聞
き
と
れ
な
い
位
 

喜
こ
ん
で
く
れ
た
。
。
 

あ
れ
か
ら
十
五
年
、
彼
女
も
四
十
才
。
 

市
役
所
の
案
内
係
で
元
気
に
頑
張
っ
て
 

お
ら
れ
る
。
「
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
ね
」
 

と
、
私
の
差
し
出
す
右
手
を
力
強
く
握
 

り
し
め
る
和
代
さ
ん
の
手
は
、
大
変
暖
 

か
く
「
何
故
や
さ
し
い
和
代
さ
ん
が
苦
 

し
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
か
」
 
と
夜
 

具
を
被
り
、
声
を
か
み
こ
ろ
し
て
泣
い
 

た
日
が
偲
ば
れ
る
。
 

難
病
が
難
病
で
な
く
な
る
日
の
来
る
 

こ
と
を
ひ
た
す
ら
願
う
私
で
あ
る
。
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

⑥
順
不
同
・
敬
称
略
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

※
7
月
 19 

日
、
8
月
 18 

日
 

【
香
典
返
し
】
o

十
時
昇
（
原
）
o

宮
 

原
信
男
（
緑
ケ
丘
町
）
 
o
香
月
澄
男
 

（
大
久
保
）
o

原
田
慶
子
（
下
寿
町
）
o
 

木
月
チ
ズ
コ
（
中
央
台
）
 
o
大
谷
昇
 

（
中
里
）
o

小
野
義
三
郎
（
貴
船
）
o

並
 

川
ト
ョ
子
（
下
町
2

) 
0
松
岡
篤
枝
 

（
原
田
）
以
上
9
件
二
十
八
万
円
で
す
。
 

【
寄
附
】
o

香
月
フ
キ
コ
廿
一
万
円
o
 

中
野
住
宅
設
備
廿
十
万
円
o

森
ト
モ
子
廿
 

書
籍
九
十
六
冊
o

焼
肉
「
ボ
タ
山
」
 
廿
 

テ
ー
ブ
ル
二
点
o

ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
三
角
 

屋
廿
十
万
円
o

匿
名
の
方
七
件
廿
一
万
 

」
ハ
千
三
百
二
十
円
 

【
賛
助
会
員
】
 

（
個
人
、
 

一
般
一
口
廿
 

千
円
）
0

原
田
信
子
廿
十
口
o

荒
木
覚
 

悟
廿
五
口
o

岡
田
英
子
廿
五
口
 

【
ふ
れ
あ
い
基
金
】
世
良
礼
子
廿
五
千
 

円
o

福
祉
バ
ス
内
「
ふ
れ
あ
い
基
金
箱
」
 

廿
五
万
三
千
四
百
五
十
三
円
 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

o
定
』
ホ
国
義
廿
ジ
ュ
ー
ス
」
ハ
十
本
o

大
 

庭
文
目
バ
店
廿
テ
ィ
シ
ュ
廿
五
十
箱
o

亀
 

井
商
店
廿
ジ
ュ
ー
ス
四
＋
八
本
o

島
上
 

龍
男
廿
菊
百
本
o

島
田
弘
廿
タ
オ
ル
 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
 

利

用

申

込

受

付

中

 

在
宅
の
虚
弱
老
人
の
方
へ
入
浴
、
給
 

食
等
を
行
な
い
ま
す
。
 

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
 

役
場
住
民
福
祉
課
ま
た
は
福
祉
セ
ン
 

タ
ー
ま
で
 

8月例会成績 

優勝者 

A パート中村三郎さん（岩屋組） 

B パート児玉昭三さん（松 本） 

C パート 白木政美さん（緑ケ丘N・1) 

9月の例会および勉強会 

月例会一8 日（日） 

9時30分～17時 

勉強会＝= 14日田・21日田 

13時～17時まで 

場所 赤池町民会館 和室 

※9月8 日（日）の月例会には、 

日本棋院直方中央支部との 

交流会を行ないますので、 

多数の参加を、お待ちして 

います。 

囲碁同好会 

縄田会長より 

9月福祉センターの行事 
。休館日 2日、9 日、15日、16日、23日、30日 

。心配ごと相談日 7日、田17因日27日岡 
午前10時30分より午後3時30分まで 

。健康相談日 10日因午前10時30分より午前2時まで 

。健康黄i絵11 日困午前11時より 

o41敷講絵13日園午前11時より 

。演 芸 入館者の方へ自由に舞台を提供しています。 

。福祉バス運行日平常通り運行しています。 

喫ゲートボール場も自由にご利用下さい。（道具も準備していまツ 

・
行
方
の
わ
か
ら
な
い
人
を
 

さ
が
す
相
談
受
け
ま
す
 

家
を
出
て
、
行
方
が
わ
か
ら
な
い
。
 

自
殺
の
お
そ
れ
が
あ
る
な
ど
困
っ
て
い
 

る
方
、
悩
ん
で
い
る
人
ご
相
談
下
さ
い
。
 

い
 

つ
 

9
月
6

日
、
 10 

日
 

9
時
か
 

ら
 16 

時
ま
で
 

ど
こ
で
 
福
岡
県
警
察
本
部
1
階
1
4
 

数
年
先
発
病
す
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
 

う
。
さ
ら
に
要
指
導
、
要
医
療
の
う
ち
 

わ
け
を
み
る
と
、
高
血
圧
境
界
域
や
心
 

電
図
に
異
常
の
あ
る
方
が
目
立
っ
て
い
 

ま
し
た
。
 

で
す
A
 

体
調
を
＼
 

よ
り
一
自
 

指
導
の
‘
 

保
健
婦
（
 

・
っ
ち
に
 

決
し
「
 

よ
・
っ
に
1
 

健
康
診
」
 

い
日
程
竿
 

せ
し
ま
＋
 伊

ら
、
健
診
を
受
け
て
自
分
の
難
 

把
握
し
、
異
常
な
し
の
人
は
、
）
鵬
 

眉
の
健
康
づ
く
り
に
努
め
、
要
鵬
 

ハ
は
相
談
日
で
医
師
、
栄
養
土
、
麟
 

り
指
導
を
受
け
、
病
気
を
芽
の
麟
 

つ
み
と
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
難
 

、

受

け

っ

ぱ

な

し

に

な

ら

な

い

 瞬一 

し
ま
し
ょ
う
。
9
月
か
ら
一
般
麟
 

酬
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
 
詳
し
麟
 

サ
に
つ
い
て
は
、
後
日
お
知
ら
麟
一
 

y
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
 

難
 

麟
 

鵬
 

」」 
麟
 

（
問
い
合
わ
せ
）
4
会
議
室
冒
0
9
2
ー
 

6
4
1
1
4
1
4
1
⑤
2
7
3
6
 

曝一 

遺
路
縛
織
適
聞
一
 

田
川
土
木
事
務
所
 

今
年
も
十
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
全
 

国
一
斉
に
「
道
路
標
識
週
間
」
が
始
ま
 

り
ま
す
。
 

み
な
さ
ん
が
、
車
の
運
転
を
さ
れ
た
 

り
、
歩
い
て
い
る
時
に
、
い
ろ
ん
な
道
 

路
標
識
に
目
を
配
っ
て
い
る
と
思
い
ま
 

す
。
特
に
、
案
内
標
識
は
現
在
位
置
や
 

行
先
、
距
離
な
ど
を
示
し
、
私
た
ち
を
 

目
的
地
に
近
づ
い
て
い
る
こ
と
を
確
認
 

し
、
安
心
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
 

安
全
な
走
行
が
で
き
る
の
で
す
。
こ
の
 

よ
う
に
、
案
内
標
識
は
大
切
な
役
目
を
 

果
た
し
て
い
ま
す
。
 

福
岡
県
で
は
、
道
路
標
識
（
特
に
案
 

内
標
識
）
の
点
検
、
整
備
に
努
め
て
い
 

ま
す
。
み
な
さ
ん
も
、
標
識
に
つ
い
て
 

ご
意
見
、
ご
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
 

遠
慮
な
く
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
 

●
問
い
合
わ
せ
先
 
田
川
土
木
事
務
所
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国保税 （3 期分） 9 月 30 日 ま で 



(8) 

健康で長生きするために、がんの実態や原因に 

ついて学んでみませんか 

トい つ 10月4日岡 12時より受付 

トどこで 田川青少年文化ホール 

ト内 容 12 : 00 
「見て、聞いて、食べて、学ぶガン予防」 
展示コーナー・試食・相談コーナー 

13 】 15 講演 「ガンに克っために」 

講師国立がんセンター名誉院長市川平三郎さん 

14 : 50 アトラクション 「炭坑節」 

●問い合わせ 役場健康づくり課 

民事介入・暴力特別相談 

の開設について 
暴力団は、みなさんの目と耳を恐れています。 

みなさんのその情報が暴力団壊滅の第一歩です。 

暴力団と親しくしている者、ェセ右翼等が「債権取 

立」「金銭貸借」「不動産取引」 「交通事故示談」「企 

業倒産」など民事問題に介入して困っている人。専 

門の警察官、弁護士が無料で相談に応じます 

●い つ 9月13日（金） 10時～16時 

●どこで 飯塚市 立岩公民館2階 

視聴覚室（飯塚市新飯塚20-30) 

容 (0948) 23 -6000 

●問い合わせ先 田川警察所四42- 2 1 2 0 

女性を対象に、県政に対する関心を深めていただ 

くために、施設見学会（県政レディースアイ）を行います。 

*10月23日（水） 一福 祉ー地域で生きるために 

奈多創生園（福岡市東区） 

福岡県身体障害者 リハビリテーションセンター（古賀町） 

＊出発時間9時30分小倉発 16時30分小倉着 

*10月29日（火）ー文化ー伝えていきたい古来のいぶき 
大濠公園能楽堂・日本庭園（福岡市中央区）九州歴史資料館（太宰府） 

＊出発時間 9時30分久留米発 16時30分久留米着 
*11月1日（金） 一環 境一わたしたちの環境 
～アメニティをめざして～衛生公害センター（太宰府市） 
県南婦人センター（柳川市）柳川掘割 
＊出発時間 9時15分天神発 17時天神着 

*11月7日（木） 一青少年育成ー子どもの夢を体感ブ 
青少年科学館（久留米市）国立夜須高原少年自然の家（夜須町） 

＊出発時間 9時30分飯塚発 16時30分飯塚着 
応募資格ー県内に在住の女性 

募集人数-45名 
応募方法一往復ハガキに、住所・氏名・年令・電話番号希望の日時 
を記入し、申し込んで下さい。（ノ、ガキ1枚で2名まで応募できます） 

応募期間-9月1日～30日まで（当日消印有効） 
参加費用一無料（昼食付） 

応募先・お問い合わせは、県広報課公聴係まで 
両 812福岡市博多区東公園7番7号 
容 092-651-1111（内線2385) 

これから拓ける田川の未来像 

講演会のおさそい

あすの田川は 。 ふる里の未来についての講演 
会に参加しませんか。 
●い つ 10月2日（水）午後6時30分 
●どこで 田川青少年文化ホール（2階） 

よ し お 

●講 師 片江欣夫氏（西日本新聞社） 
●テーマ 「これから拓ける田川の未来像」 
●入場無料 

●問い合わせ田川信用金庫本店信友会容42-4040 
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平
成
四
年
度
の
学
生
を
募
集
し
ま
す
。
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付
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・
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健
婦
さ
ん
 

福
岡
県
看
護
協
会
 

看
護
婦
・
保
健
婦
・
助
産
婦
な
ど
の
 

資
格
を
お
持
ち
で
、
現
在
看
護
な
ど
の
 

現
場
を
離
れ
て
い
る
人
を
対
象
に
、
再
 

就
職
の
た
め
の
講
習
会
を
行
い
ま
す
。
 

●
講
習
期
間
 

9
月
 30 

日
ー
 10 

月
4

日
 

●
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ろ
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保
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築
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住
宅
の
新
・
増
築
や
改
築
を
考
え
て
 

い
る
人
、
見
て
み
ま
せ
ん
か
。
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岡
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー
 

住
宅
機
器
展
示
場
（
福
岡
市
東
区
箱
 

崎
ふ
頭
5
1
8
1
1
1
) 

●
内
 
容
 
会
場
2
0
0
o
d

、
展
示
 

約
一
〇
〇
社
予
定
 

m
第
ー
会
場
（
常
設
展
示
場
）
快
適
・
 

健
康
な
家
づ
く
り
コ
ー
ナ
ー
や
住
宅
 

設
備
・
建
築
資
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コ
ー
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リ
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ォ
ー
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実
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●
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●
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示
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■
 

「
こ
ん
に
ち
わ
、
 
あ
つ
い
で
 

す
ね
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
の
が
、
 

七
月
、
お
盆
前
は
、
「
涼
し
い
で
 

す
ね
」
 
そ
し
て
、
ま
た
 
「
あ
つ
 

い
で
す
ね
」
。
お
ま
け
に
、
台
 

風
で
二
回
も
吹
か
れ
ま
し
た
。
 

今
年
の
夏
は
ふ
だ
ん
と
ち
ょ
っ
 

と
ち
が
い
ま
す
。
 
ち
ょ
っ
と
ち
 

が
う
と
い
え
ば
、
 
ソ
ビ
エ
ト
。
 

い
っ
た
い
こ
れ
か
ら
、
世
界
は
ど
の
様
 

な
変
化
を
見
せ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
 

私
の
変
化
は
、
広
報
マ
ン
に
な
っ
て
 

原
稿
締
め
切
り
前
の
三
、
四
日
前
か
ら
 

地
獄
の
苦
し
み
が
続
き
ま
す
。
見
出
し
 

が
決
ま
ら
な
い
。
文
章
が
つ
な
が
ら
な
 

い。 

レ
イ
ア
ウ
ト
が
。
 
ど
の
写
真
を
使
 

う
か
 

。
毎
月
 25 

日
頃
が
ピ
ー
ク
に
 

な
り
ま
す
が
、
こ
の
時
「
あ
ー
も
っ
と
 

早
く
か
ら
で
き
な
い
も
の
か
」
と
い
つ
 

も
思
っ
て
い
る
私
で
す
。
 

■
 


